
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（南信州地域） 

令和元年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 南信州お仕事キッズタウン事業 

事業主体 

（連絡先） 

南信州青少年育成プロジェクト 

〒395-0033 長野県飯田市常盤町 41番地 飯田商工会館 2F 

事業区分 (３)教育、文化・スポーツの振興に関する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費 1,801,668円 

（活動写真） 

① 体験者数目標 1,100人(前年比 132％) 

② 出展企業数目標 60社(前年比 113％) 

③ ボランティア数目標 65名(前年比 105％) 

④ 

※自己評価【A】 

【理由】 

体験者の目標数には届かなかった

が、出展企業、ボランティアの数

は目標を超えることができた。結

果として、前年よりも多くの市民

の方々と事業を開催できた。 

【パティシエ体験】 

 

 【目標・ねらい】 

 

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目
毎に記載すること。 

・当日来場数 ：目標 1,100人(H30 837名) 

        結果 1,091人 

対 H30年度比 130％ 

・参加企業数 ：目標 60社(H30 53社) 

        結果 61社 

対 H30年度比 115％ 

・ボランティア数:：目標 65名(H30 62名) 

         結果 68名 

対 H30年度比 110％ 

南信州地域の企業が中心となり、子供達へお仕事体験を提供して

頂く事業である。参加企業には仕事の内容のみならず、その仕事

がどんな人達の役に立っているのか、どんな想いを持って仕事に

携わっているのかまで伝えて頂き、子供達の地域愛を育むことを

目的とする。 

１．実施時期：令和元年９月８日（日） 

２．場所：産業振興と人材育成の拠点（エス・バード） 

３．規模 

子供だけで、南信州の全小学生の１割に相当する１，０００人

規模の来場がある。保護者を含めると２，５００人程度。 

参加企業は５０～６０社程度。 

 

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

運営、当日の設営などの負担をできる限り減らし、より多くの市民の方々が参加しやすい環境を整えていく。本年度としては、

新たな会場で事業を実施することで、主に設営面において関係団体の皆様の負担を減らすことができた。また、こうした負担

の軽減を行うことで、集客に力を入れることもできた。 

事業の形は固まりつつあるので、今後も多くの子供達に参加してもらうために、より期待を感じてもらえるような集客、当日

の運営に力を入れていく。合わせて、協賛をしていただく企業を増やすなど、資金面についても取り組みを強化していく。 


